
  

３ 交際相手や配偶者からの暴力（ＤＶ）について  
◆ 問６、７は、これまでに交際相手がいた方と結婚（事実婚を含む）をしたことのある方にお

聞きします。 

問６ この５年間に、あなたの交際相手や配偶者から次のようなことをされたこと

がありますか？ 

※この調査では、「配偶者」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦、元配偶者

（離別・死別した相手、事実婚を解消した相手）も含みます。 

(1) なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対す

る暴行を受けた（身体的な暴力） 

(2) いやがっているのに性的な行為を強要された（性的な暴力） 

(3) 人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせを

受けた、あるいは、 自分もしくは自分の家族に危害が加えられるのではないかと恐

怖を感じるような脅迫を受けた（暴言や脅迫） 

(4) 携帯電話等への頻繁な電話や電子メールの送信、あるいは、待ち伏せやつきまとい

を受けた（ストーカー行為） 

（5）生活費を渡さない、仕事をさせない、小遣いを渡さないなど経済的にコントロール 

しようとする行為（経済的な暴力） 

①  1､2 度あった  ② 何度もあった  ③ まったくない 
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「暴言・脅迫」といった言葉の暴力が女性 13%、男性９%と男女とも最も多くなっている。「身体的な

暴力」は男性５%に対し女性２%と、男性側の被害報告が高い一方、「性的な暴力」は女性で４%、男

性０%と女性に集中している。 

 

 

◆ 問６で(1)～(5)のうち１つでも「①１、２度あった」「②何度もあった」と回答した方にお

聞きします。 

問７ あなたの交際相手や配偶者から受けたそのような行為について、だれかに相

談しましたか？（あてはまるものすべて） 

① 家族  ② 友人・知人  ③ 警察 ④弁護士 ⑤医師・カウンセラー   

⑥その他公的な相談機関  ⑦民間の相談機関  ⑦どこ（誰）にも相談しなかった 

⑧ その他 

 

 

相談をした相手として、家族や友人などの身近なところへの相談が多くなっている一方、「どこ（誰）にも

相談しなかった」が 58.1%と最多となっている。 
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ｎ＝43（DV経験ありと回答した人数）DVについて相談した機関



  

◆ 問７で「⑧どこ（誰）にも相談しなかった」と答えた方にお聞きします。 

問８ どこ(誰)にも相談しなかったのは、なぜですか？あてはまる番号に○をつ 

けてください。（いくつでも） 

①どこ(誰)に相談してよいかわからなかったから  

②恥ずかしくて誰にも言えなかったから ③相談してもむだだと思ったから 

④相談したことが相手に知られると、仕返しされたり、もっとひどい暴力を受けると 

思ったから 

⑤相談した人から不快な思いをさせられると思ったから 

⑥自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 

⑦世間体が悪いから  ⑧他人を巻き込みたくなかったから 

⑨他人に知られると、これまでどおりの付き合い（仕事や学校などの人間関係） がで 

きなくなると思ったから 

⑩DVを受けたことを思い出したくなかったから 

⑪自分にも悪いところがあると思ったから ⑫相手の行為は愛情の表現だと思ったから 

⑬相談するほどのことではないと思ったから ⑭その他 

 

「相談するほどのことではないと思ったから」48.0%と最も多く、次いで「相談してもむだだと思ったから」

が 20.0%、「世間体が悪いから」「我慢すればなんとかこのままやっていけると思ったから」が同率で

12.0%となっており、相談機関の利用に繋がりにくい結果となっている。 
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◆ 全ての方にお聞きします。 

問９ あなたはＤＶ（交際相手や配偶者からの暴力）について身近で見聞きしたこ 

とがありますか？あてはまる番号に○をつけてください。（いくつでも） 

 

①相談を受けたことがある  

②相談を受けたことがあり、専門機関等を紹介したことがある 

③身近に被害を受けた人を知っている 

④身近に被害を受けた人はいない 

⑤自分が加害者になったことがある 

 

 

多数は身近に被害を受けた人はしないと回答している一方、４割近くがＤＶを見聞きするなど、身近な

問題であることがわかる。 
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問 10 あなたはＤＶについて相談できる窓口を知っていますか 

 

①相談窓口の連絡先を複数知っている  

②相談窓口の連絡先を一つ知っている 

③相談窓口があることは知っているが連絡先は知らない 

④相談窓口について全く知らない 

 

 
 

「連絡先まで知っている」が 23%で、7 割程度が相談をするためにどこに連絡をしたらよいかまで把握し

ていない状況となっている。 
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